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鮮やかな青空で今週

が始まりました。今日

からの３日間を学校現

場ではよく「黄金の３

日間」と呼び、この３日

間の学級での指導いか

んで、1年間の学級経営

が決まってくるとまで

言われています。 

学級のルール決め、学級組織決め、個々の目標や学級目標を決定するなど、内

容は盛りだくさんです。限られた時間の中で、担任はてきぱきと進めなければな

りません。 

多くのクラスではまず自己紹介をして、お互いを知るところから始めていま

した。表情のいい子ばかりです。 

1 年生のあ

るクラスでは、

朝来た時の流

れを担任が左

のような板書

で示していま

した。 

本校は８：

15 から 10 分

間の朝読書が

あり、校舎全体がシーンとした状態で、みんな本と向き合っています。1年生は

まずは生徒手帳を読むことから始めています。 

板書の写真にあるように、靴の整頓についても「かかとをそろえる」ことを大

切にしています。落ち着いた生活の第一歩だと考えているからです。 

こんな詩があります。元長野市円福寺住職の藤本幸邦さんの詩です。 

 はきものをそろえると 心もそろう 心がそろうと はきものがそろう 

 ぬぐときにそろえておくと はくときに心がみだれない 

 だれかがみだしておいたら だまってそろえておいてあげよう 

そうすればきっと 世の中の人の心もそろうでしょう 

小さな習慣ではありますが、端正な人間を育てる大きな営みと思っています。 


